
平成 30 年度 第３回新城市地域公共交通会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  平成３１年１月９日（水）１０時１０分から１２時００分まで 

 

２ 開催場所 

  新城市勤労青少年ホーム２階 軽運動場 

 

３ 委員（１９名中１２名出席） 

所  属  等 氏  名 備   考 

新城市長 穂積 亮次 会長 欠席  

名古屋大学大学院環境学研究科 

付属持続的共発展教育研究センター教授 
加藤 博和 副会長 

公益社団法人愛知県バス協会専務理事 古田 寛             

豊鉄バス株式会社取締役営業企画部長 長縄 規之  

豊鉄タクシー株式会社取締役社長 浅野 丈夫  

新城交通有限会社代表取締役会長 大橋 京子  

豊橋鉄道労働組合中央執行委員長 長坂 和俊 欠席 

新城市社会福祉協議会長 前澤このみ  

新城市老人クラブ連合会長 加藤 実  

千郷小学校ＰＴＡ副会長 池上 央子  

バス利用者代表  加藤久美子 座長  

バス利用者代表 筒井 博仁 欠席 

バス利用者代表 村田 藤子 欠席 

中部運輸局愛知運輸支局 

首席運輸企画専門官 
杉本 忠久 

代理出席 

運輸企画専門官 平井早苗 

愛知県振興部交通対策課主幹 榊原 仁  

愛知県新城警察署交通課長 伊藤 由介 欠席 

愛知県新城設楽建設事務所維持管理課長 柴田 知之  

新城市総務部長 古田 孝志 欠席 

新城市健康福祉部長 滝川 昭彦 欠席 

 

４ 会議次第 

 １ あいさつ 

 ２ 報告事項 

（１） 新城名古屋藤が丘線高速乗合バス「山の湊号」について 

３ 協議事項 

（１） 地域公共交通確保維持改善事業一次評価（自己評価）について 

（２） 鳳来地区Ｓバス４路線（長篠山吉田線・秋葉七滝線・布里田峯線・塩瀬線）の運行時刻の一

部見直し及びバス定の移設について 

（３） 作手地区路線の進捗状況について 

４ 意見交換 

５ その他 

  



５ 議事の結果 

 

１ あいさつ（副会長） 

おはようございます。すみません、少し遅れまして。何をやっていたかというと、実は中宇利の方

に行っていたんですが、思ったより帰りに時間がかかりまして、遅れてしまいました。すみません。 

今日は、一次評価の議題が入っていますが、これは毎年、ずっとおられる方はよくご存知だとは思

いますが、１年に１回こういった見直しを行う。見直しというのは、やってきたことについてうまく

できているかどうか、何か問題があったかということを見直して、それを運輸局に提出し、二次評価

を受けて、次へ進むということですが、最近はＭＡＡＳや自動運転など話題の言葉が出てきていて、

公共交通と自動車を同じ土俵で扱って、車が便利なときには車を選択して、みんなで乗り合った方が

よいときには乗り合うとか、ここで乗り換えればよいとか、そういうことをスマホで考えてやっても

らって、うまい具合に人が移動していけるという社会をつくるためにどうしたらよいかということが

出てきている。そういうことができれば幸せになるという雰囲気が出ていますが、そういうことをや

ろうとすると足元の公共交通、それぞれがどうしたらうまく走るのか、うまく使えるかということを

やらなければいけない。 

この会議の役割はそこにあるので、それをきちんとやらなければいけないということですので、今

日はあまり目先のことばかり考えないで、目先のことはとても大事ですけれど、１０年、２０年先を

考えたときに、この新城の「おでかけ」というのはどういう風にしていったらよいのかという中で、

これがあるということを私も考えて取り組んでいますが、皆さんも、今日の資料を見ていただくと、

そういうスタンスで書かれてあると思いますので、ぜひ、そういう考えで臨んでいただければと思い

ます。もちろん、細かな部分でも気づいたところがあれば言っていただけるといいなと、これも併せ

てお願いしたいと思います。今日は、よろしくお願いいたします。 

 

 あいさつ（座長） 

おはようございます。一つ見ていただきたいものがありまして、前回の会議のときに地域でのマッ

プという話が出たんですけれども、公共交通で私たちが、どういうところがあるということをアピー

ルできれば良いのではないかということで、私は八名地区ですけれども、八名地域協議会でちょっと

だけでしたけれども、みなさんで話していただきまして、そうしたらやっぱり八名地区にはこんなも

のがある、こういうところがあるということで、ぜひ皆にバスに乗って見に来てもらいたいという話

で、かなり盛り上がりました。このマップは、まだ全然完成ではないですけれども、こういう話す機

会を持つことが、公共交通に関心を持っていただいて、もっと自分も乗ろうじゃないか、乗っていた

だこうじゃないかという話ができるのではないかということでやった成果ですが、他の地域でもやっ

てくれるとうれしいかなと思います。また、私たちも続けていきたいと思いますので、この会議に出

て私は本当に良かったと思っています。今日は、よろしくお願いします。 

 

 ２ 報告事項 

（１）新城名古屋藤が丘線高速乗合バス「山の湊号」について 

 ・事務局より、報告資料１に基づき説明を行った。 

委員 ：企画切符の発売については１１月から、利用促進の第１弾という形だったが、こういう企画

切符をよいタイミングでやっていくと、それなりに効果が出ると思っている。ＰＲが秋用の



チラシなので、もう少し早くできればよかった。それと切符の売り方について、まだ調整段

階ではあるが、今後に向けてはリニモ会社の窓口で何かできないか随時調整を進めているの

で、第２弾企画切符をまた考えていきたい。 

委員 ：アンケートの中の設備要望のＷｉ－Ｆｉについては、いつも利用されている方も含め、外国

人のお客さんを取り込むというかたちでは、やっていくのも必要だと思う。トイレの要望が

結構多いが、最近は貸し切りバスでもトイレ付きのバスを要望されるお客さんが多いと旅行

会社から聞くので、それにどう対応していくかが課題だと思う。山の湊号については、外国

人旅行者も含めて、ＧＴＦＳ化を考えていただくのも利用促進になるのではないか。運行方

法については、土休日の便は平日と時間も変わっていないと思うが、この時間だと土日利用

としては早いかなという感じもする。時刻に関する要望などについて検討した方がよい。停

留所の名称は、川路のバス停については括弧で三河東郷駅となっているが、外からの人を呼

び込もうというときにはわかりにくいと思う。バス停名の変更についても考えてみてもよい。 

事務局：土日の便については、アンケートの運行時間・本数に関することとしてまとめた意見の中に

いくつもあり、やはり仕事で使わない人にとっては１便の時間は早すぎるということであっ

た。これから、平成３２年度に向けてということにも関わってくると思っているが、実際に

何便にするのかということや費用のこと、藤が丘に乗り入れする時間帯が厳しいということ

もあるが、検討するにあたっては、例えば土日を２便運行のままにするのであれば、１便を

もう少し遅い時間にすることや２便を早い時間にするなどの時間の調整も緻密にできれば

と考えている。土休日と平日の目的を明確化していくなど、利用者にもわかりやすいものに

なるよう検討できればと思う。川路のバス停については、田口新城線のバス停を使わせてい

ただいているので、運行事業者と一緒に考えていければと思う。 

委員 ：バス停の話が出たので言わせていただくが、もっくる新城の近くの八束穂というバス停があ

る。もっくる新城南という高速バスのバス停をつくったが、もっくる新城からは少し遠い位

置にあり、八束穂のりばの方が近いと思うが、名称がわかりにくいので何とかならないか。

八束穂のりば近くの防災用地は、もっくる新城の駐車場がいっぱいになると、職員の方が開

けに行って整理をされているということがある。そういう使い方をもう少しうまくやれるよ

うに、危なくないようにバスを中に入れるというようなやり方が考えられないか。 

委員 ：防災倉庫駐車場は、災害が起きた場合の緊急用ということで補助金をいただき設置をした。

普段は使っていないが、ただ空いているわけではないということを前提として意識していた

だきたい。そうは言っても、土日などはもっくる新城の駐車場が満杯になった時には、用地

の一部を臨時駐車場として認めている状況である。駐車場にバスを入れるということについ

ては、現在、国道４車線化の工事をしており、中央分離帯ができるので、バスを入れても、

出るときに一方方向にしか出られなくなり、また市道側も交差点に近いため、物理的に厳し

いので、あの場所を使うのは難しいかと思っている。 

副会長：僕は、同じことばかり言ってやらないことは無視するという姿勢だが、これまでも何回も言

っている。そんなのすぐできないのと。三河東郷駅のことも、八束穂のことも。やって何か

悪いことがあるのか。ただそれに尽きる。こういう資料をつくると、ますますあらわになる。

川路ではなくて三河東郷駅と書いた方がよいのではないのか。なぜ八束穂というバス停から

もっくる新城までは徒歩なのか。もっくる新城北というバス停ならまだよいが、以前は新城

車庫前であったが、車庫はインターチェンジができることで富永に移り新城富永、こっちは



八束穂になった。もっくる新城ができたのだから、もっくる新城で良い。本来ならもっくる

新城内にバス停をつくっていないことが根本的な欠陥で、つくる時にも言った。国の委員と

して、道の駅に停留所をつくらなければいけないと言っているのに、この地域内にできる道

の駅に停留所が全くできないというのは、本当に恥ずかしい。では、どういう風に改善する

のと言っても全然動かない。せめて八束穂のバス停の名前くらい変えればよいのに、それさ

えもやらない。こういうのはあり得ない。それで、八束穂がもっくるに近いという案内をす

る。どうしても八束穂がよいのであれば、八束穂もっくる新城でよい。何でそういうことが

できないのか。そういうことをずっと言っている。地域公共交通会議というのは、良いこと

を考えたらぱっとやろうねという場所ではないのか。こういう調子だから田口新城線だって

どんどん衰退する。そういうのには付き合っていられない。全国の色々なところで困ってい

る人たちがいて、何とかしてほしいという中で時間を割いてここに来ているので、無駄な時

間をつくらせないでほしい。「やらなきゃいけない」と言ったら、「それいいですよね、じ

ゃあやります」で済むはず。何回、言わせるのか。会議だって短くて済むので、そういうの

をお願いしたい。もっくる新城がものすごく人気のある道の駅だったとしても、そこのすぐ

そばを走っている停留所が関連付けられていないからわからない。ＧＴＦＳも八束穂という

バス停ではわからない。外国人は全部グーグルで検索するので、ＧＴＦＳというフォーマッ

トにしなければいけないということだが、もっくる新城にはつながるが、鳳来寺にはつなが

っていかない。最初から鳳来寺には外国人は来ないと考えているかもしれないが、今のイン

バウンドは国によって違うので、冬の鳳来寺最高だねとなる場合もあり得る。外国人の方が

どうやって行くのかを検索するということに対応できるようにしていくのが、我々がやらな

ければいけないこと。そう考えると、本長篠駅も、本長篠鳳来寺山口駅にするとか、そうい

うレベルの問題である。本長篠駅から鳳来寺へ行くということがわからない。飯田線に茶臼

山駅があるが、あそこから豊根村の茶臼山に行こうとする方がいるのではないか。そういう

ことを考えた方がよい。新城の人だから川路がわかる、茶臼山がわかるというのは、実はそ

うではないかもしれない。車ばかり使う人は飯田線の駅を知らないかもしれないので、新城

の人でも茶臼山駅から茶臼山に行けると思っている人がいるかもしれない。今回これは、第

１弾とあるが、３か月に１つくらいのペースで作り、４つくらいがリニモの駅や商店街のと

ころに並んでいれば、１つくらい行ってみたいとなるかもしれない。そういうのを考えてい

きたい。この企画はどのように考えましたか。 

事務局：行政の観光部門や運行事業者などで掲載したいものを抽出し、だいたいのレイアウトを決め、

印刷業者により見やすいように修正してもらった。 

副会長：例えば、地元の高校生に考えてもらうとか、そういうことも何個か仕掛けてみるとよい。も

のにならないことが多いですが、時々すごく良いものが出る。そういうことが大事で、１つ

は決め打ちで、鳳来寺山は定番に近いからよいが、実はこんなすごいものがあって、意外と

受けるというものがあるので、そうやって何個かのグループで若い人に考えてもらう、お年

寄りの人に考えてもらう、女性に考えてもらうなど、やってみるとよい。今回は観光のこと

しか考えていないが、ビジネスで今のダイヤだと１６時台ですから、最近よいなと思ってい

るのは、ほろ酔いパックというのがあって、このバスで行ったときに新城のどこかでビール

１杯だけ飲めるというパックをつけて、それで値段は変わらないというようなものがある。

そういう人はゆっくり来て、ゆっくり帰る人なので、もっと飲食するはず。そういう仕掛け



もよいと思う。ビジネスと言っても、観光のようなもので、そうすると新城に出張したいな

という人が増えるとか、そういえば鳳来寺があるよねとか、長篠の古戦場があるよねとか広

がっていく。そういうアピールもできる。 

座長 ：私たちもバスに乗ったらポイントがもらえて、１０個たまったら何かもらえるとか、そうい

う面白いものがあるとよいねという話をしていた。 

副会長：年末に大阪で、公共交通をどのように見直していけばよいかというようなワークショップ形

式の研究会に参加した。最後に、理論をやっている先生の講評がとても印象的だった。その

先生は兵庫県豊岡市の都市計画にかかわっているが、豊岡市は公共交通でとても素晴らしい

取り組みをやっていて、表彰されている自治体なので、豊岡市のことをほめるのかと思って

いたが、全然ダメと言った。豊岡市は兵庫県人口の６％くらいしかない但馬地域の中心で、

豊岡市の高校生が高校に通えるように頑張ってバスや乗り合いタクシー、自家用有償運送な

どを整備した。しかし、豊岡市の子どもが、東大などの優秀な大学に進学できるような高校

には通えるようになっていない。東大に行けるような進学校で一番近いのが鳥取東高校で、

距離が１００ｋｍもあるので、東大に行けそうな子は、みんな豊岡市には住まずに鳥取市に

下宿するために出て行ってしまう。そういう子たちは、東大を卒業しても絶対に戻ってこな

いのではないか。だから、町の中の整備だけやっていてもしょうがないと言っていた。それ

を聞いたときに思ったのは、新城はやっているなと。今日の協議資料１の中部様式に各路線

の利用者数が出ている。これまであまり比較したことはないと思うが、高速バスの利用者数

は昨年度が１３，０００人ほどで、これを超えているのは作手線と中宇利線だけ。１日３往

復しかないのに他の路線より利用者が多い。利用の想定は全然違うが、意味があるという見

方はできる。収支率はどうなっているか。作手線が２８．８７とか中宇利線が１０．４５と

なっているが、これよりも上ではないか。少なくとも１０よりは上だと思う。そのように横

並びで見たら、とても意味のあるものだなと考えられる。ただ、３往復だけでは本当の目的

は達成できない。おそらく、豊岡市から鳥取市まで１日３往復走らせても、往復２時間かか

るし、それで通う高校生はいない。新城は豊橋へ行けるし、名古屋の大学に行けるというこ

とで、この路線は、他の地域の路線と横並びで見ても、意味のある路線ではないかなと強く

言ってよいのではないか。強く言ってよいけれども、利用者が増えなければ赤字なので、赤

字が大きいのもまずいので、もっと乗りましょうということを市役所としてしっかりとうっ

たえてほしい。 

 

３ 協議事項 

（１） 地域公共交通確保維持改善事業一次評価（自己評価）について 

・事務局より、協議資料１－１、１－２、１－３、１－４に基づき説明を行った。大きな修正はない

が、みなさんの意見を加味しながら事務局で修正をし、提出することとして承認された。 

委員 ：満足度について、何がどうなればプラス１上がるのか。何が基準なのかがよくわからなっ

た。５段階の満足、やや満足のパーセンテージが上がったことに対して、数値化している

ということなのか、それとも意見なども踏まえて何らかの数値にしているのか、パーセン

テージであれば上がったなと思うのだが、それを数値化していたので、数値に直すのはど

のようにしているのか。田口新城線の市町村所見の理由分析で設楽町が、「路線全体の利

用者数の減少、沿線人口の減少に伴う原因が大きく影響しています。」とあるが、これは



データを見て影響を確認しているのか、検証されているかというところだけちょっと確認

させていただければと思う。 

事務局：満足度については、職員が実際にバス車両に乗り込み、乗っている方にバスの現状も含め

て聞き取り調査を行い、バス運行について５段階で該当する満足度を数値化したものが満

足度数となっている。数値化については、５段階で満足が１．２、やや満足が１．１、普

通が１．０、やや不満が０．９、不満が０．８ということで１件ずつ数値化して路線別に

利用者数をかけると、評価が高ければ数値が高くなり、低ければ数値が低くなる。田口新

城線の沿線人口については、すぐに出せる数字はないが、地域の皆様に説明する資料でも

地域ごとに沿線人口がどれくらい減っている、高齢化率が市の平均に比べてどれくらいに

なっているというような数値を毎年度出しているので、把握はしている。 

委員 ：色々と説明を聞いていて、基本理念として公共交通機関の必要性というものをみんなで理

解し、そして一人ひとりがそれを維持していくということだが、高齢化時代が進んで、特

に足の問題を研究・検討しなければならない時期に来ていることはわかってはいるが、乗

らない人がどうしたら乗ってくれるか、Ｓバスを利用してくれるのかということを考えな

ければならない時代になっている。事務局へのお願いだが、ＰＲにはよく来てくれるが、

こういうものがあるから乗ってくださいということではなく、乗らない人がどうしたら乗

ってくれるのかというような意見交換会を持ったらよい。いつも役員会などでもっとバス

を使ったらどうだろうかということ、それから高齢者の交通事故が多くなって免許証を返

しなさいという時代の中で、一つは認知症防止のために社会にもっと出て来なければいけ

ないということを話している。そういう中で、公共交通機関を利用して、どうすれば乗る

のかということをみんなで研究し、そして、この制度をみんなで利用していけるような社

会であってほしいと思っている。公共交通は高齢者にとって一番大事な制度であるし、み

んなで利用してもらえるようにＰＲを図っていかなければいけない。改めて説明などをし

ていただき、利用促進についてお話しできればと思う。 

副会長：作手線が堅調である理由は何か。 

事務局：作手線は、沿線にある新城東高校作手校舎に通う生徒が、ここ数年、先生方が作手線にの

れば一本で通学できることをＰＲしていただいており、夏の学校説明会では増発しなけれ

ばならないほど生徒さんが乗っていただくほどになった。実際に入学していただいた生徒

さんの通学により、利用者が増加している要因となっている。 

副会長：今、２つ考えなければならないことがあって、１つは作手校舎と田口高校を比べて、総合

的に見て、田口高校へ行くよりも作手校舎へ行く方がよいのではないかということ。実際

に、生徒数もほぼ変わらない状況だが、何が大きく違うかというと、もちろんカリキュラ

ムは違うが、作手は行きやすくなっているのではないかということ。その辺をよく解明し

なければいけない。もし、作手校舎か田口高校かで作手校舎を選んでいるとしたら、それ

は行きやすさということも大きいのではないか。以前の作手線は、作手から朝、新城に行

けるようにすると、高校生がどんどん流出して当時の作手高校がなくなってしまうのでは

ないかということで、高校生を新城方面に行かせないように朝は運行しないようにしてい

た。しかし、保護者が送っていくのだから、やらないよりやった方がよい。やらなかった

ら作手に住む人が減ってしまうということで、やるようにした。当然、新城方面に行くた

めにバスに乗る人が出てきたが、運賃を安くし、ダイヤも見直しをした結果、作手に来る



人も増えてきた。この５年間を見てもずっと伸びてきているという良い状況。これを見る

と田口が割を食っているかなと思ってしまう。田口高校は、入学者も倍率も減ってきてい

るが、作手校舎は堅調である。こういうことを考えないと、それぞれの路線だけを考えて

いてはわからないことが出てくる。もし、間違いがあったら教えてほしい。それと、高校

生と高齢者がどれくらいの割合で乗っているかを知りたい。高齢者に乗っていただくため

ということについては色々なことがあり、大事なのは車に乗れている人と乗れていない人

と分けて考えなければいけない。乗れている人は当然、バスより車の方が便利に決まって

いる。だけど、作手から降りてくるのは決して楽な道路ではない。今、参加している愛知

県警の委員会で、７０歳以上の方は、若い人よりも自分は運転がうまいと思っている割合

が高いという恐ろしいデータが出ていた。ありえない、つまり、自分の運転が下手になっ

ていることを自覚していない。運転の様子をドライブレコーダーで録画し、それを見せて

感想を聞くと、「これはひどい、誰の運転だ」という。「あなたの運転だ」というと、そ

れをきっかけに免許を返納する方もいるという状況である。運転が決して以前に比べてう

まくない、あるいは若い人よりもうまくないからちょっと気を付けた方がよい。作手の中

だけで乗るのであればまだよいが、新城に行く、さらに豊橋へ行く場合には、とてもこれ

は安全ではないということをわかってもらわなければいけない。だけど、そんなことを言

ったら不便だと思うので、ではどうしたらバスに乗る気になるかということをやっていく

というのが大事。もともとバスにしか乗れない人、車に乗れない人については、公共交通

機関が不便だと出歩かなくなってしまう。だけど、自分の用事とバスの時間がうまく合っ

ていて、みんなで誘い合わせて乗る機会があれば、また乗るようになることがある。そう

いう企画をきちんと作っていかなければいけない。高校生については、公共交通が便利か

どうかということが、進学するかどうかを決める大きな要素なので、そこをどう考える

か。田口高校と作手校舎を比較するというのは、田口高校にも行ってもらわなければいけ

ないので良くないかもしれないが、田口新城線を考えるときには、そういうことを考えて

分析する必要がある。作手線は、道路が決して走るのが楽なところではないので、大きく

変われるチャンスがある。高里や清岳など、ここまでは車に乗ってきて、新城に出るとき

はバスに乗るということをどうしたらできるか、逆に、作手の中で送って行ってもらえる

ような仕組みがあって、誰でも作手線まで出られるようにするというようなことをどうし

たらできるかをやらなければいけない。そういうことで、今よりもさらに作手線の価値が

上がるだろうと思っている。だから、そういう展望が出て来ないかなと。評価委員は悪い

路線を見るわけで、調子のよい作手線は第３者評価でも注目されない。しかし、良い路線

でも油断していると悪くなる。作手では、作手地域の人とそういう議論、作手線にもっと

乗るにはどうしたらよいだろうということをやっていると思う。僕の認識が正しいかとい

う点と、利用をもっと増やしていくには高齢者のところが課題だと思うが、そこはどうい

うことをやっているのかという２点。 

事務局：まず、高校生については、高校にアンケート用紙を送付して、毎年つながったデータとし

てとれるように調査を行っているが、作手線については、ここ数年、抜けていく３年生の

数よりも入学してくる１年生の方が、数が多いという状況が続いている。田口高校につい

ても同様にデータを取ったが、現在は２年生と３年生しか田口新城線を利用していないの

で、それが直接田口新城線の利用者減につながったと考えている。そういう意味では、作



手の方が通いやすいということで、人が流れ始めているのかもしれないというつながりも

考えられるので、その辺も含めて検討していきたい。 

副会長：中津川市では、近隣の高校へどういうダイヤで行けるかをまとめて、高校生と中学３年生

に配っている。自分で調べて乗るというのは、まさにグーグルがどうだと言っているよう

に、どこのホームページ何があってというのはやらないので、このように情報提供してい

かなければいけない。作手校舎は、新城から直通で行けるからわかりやすいというのがあ

るのかもしれない。田口高校は１年生がゼロというのは深刻で、来年もゼロという可能性

がかなりある。田口から降りてくる高校生はいるか。 

事務局：降りてくる高校生は４、５人ほどいる。 

副会長：実際には、何十人かはいると思うが、全然つかめていない。つかまなければいけない。そ

のためにどういう取り組みをしなければいけないかというのが、今後の対応方針にも書か

れてこなければいけない。 

事務局：作手校舎では、入学説明会の段階で朝はこの便に乗ってきて、昼で帰るときにはこれ、部

活があるときはこれ、通常で帰るときはこれというように説明をし、だから作手高校に通

うことは何ら不便ではないということをアピールしてくださっているということがこうし

た結果につながっていると考えている。また、田口新城線についても高校とそういったこ

とを、話をしながら進めていきたいと考えている。高齢者の利用については、実際のとこ

ろ総数はつかめていないが、乗降調査の時には年齢についてもお聞きするので、そういっ

た調査から考えると、小中学生を除いたいわゆる一般と呼ばれる方たちについては、各路

線で１、２人は障がいの方など車で通勤できない方がいるが、それ以外で乗られる方の８

割、９割は７０歳以上で、最高齢で９６歳の方もいた。作手では、今はどちらかというと

路線の再編について、守義線、つくであしがる線をメインに進めているが、どのように作

手線につなげて、どう乗りやすくするかということもテーマとしている。もちろん、参加

される方の中には、直接新城まで行けるようにすればよいという意見も出てきたが、やは

り、ここで乗継できれば良いということや、ここにこのような待合スペースがあるとよい

などの意見もいただいており、それらを含めて今度の再編につなげていきたい。 

副会長：今日、中宇利まで行ってきたが、中宇利線は今のダイヤでは高校も行けないことはないけ

ど、ほとんど使っていないという状況か。 

事務局：中宇利線沿線の高校生は、新城東高校がメインになると思うが、中宇利から自転車で行く

には、旧新城市の中では一番距離があるので、雨だとなかなか通えないということで雨の

日は使う。雨の日の調査では、高校生が４、５人乗ってきたので聞いてみたが、毎日乗る

という子はいなかった。 

副会長：それは、時間がかかるというのが大きいのか。中宇利線は、基本的には小学生用のダイヤ

だと思う。それから、八名地区はもっと近いと思ったが、意外と広くて遠かった。もちろ

ん自転車でも行けるが、バスで行きたいという生徒もいるだろうし、天候が悪いときには

バスで行きたい人が多い。だけど、今のダイヤは、つかめないダイヤなんだろうと思い、

改めて考えたときに作手地区と比較しても八名地区の方が厳しい環境にある可能性がある

とも感じた。中宇利線をどうしたらよいのかということを考えなければいけない。小学校

のスクールバスとしては、これでよいのかもしれないが地域のたくさんの方に乗っていた

だこうとすると何が必要かというのは、今までやってこなかったと思う。それをこれから



どのように進めていくか。この会議でも中宇利線のことは検討していない。 

事務局：中宇利線については、この会議でもなかなか話題に出なかったが、座長にも関わっていた

だき、昨年度は、地域の方に中宇利線の経路や利用者数などを知っていただく勉強会を開

催した。そこから、この会議の冒頭で紹介していただいたように、バスでこういう施設に

行けるんだよという話をしていただいたというようなところなので、まずは母体となるよ

うな組織はできてきたと思うので、高校の再編のことも含め検討していきたい。 

副会長：小中学校のスクールは毎日乗る人が決まっているし、ダイヤ的にも決まるが、ほかの人だ

と使いづらい。高校生だと部活もあるので、またちょっと違う。ただ、高校生の場合は、

スマホが使える場合が多いので、デマンドでも可能。お年寄りはもっと自由に出てくる

が、午前８時とか１０時に出て、１１時から午後２時くらいに帰るというようなデマンド

のようなものがよいかもしれない。よく調査をしてみると、もともとこの地域の人は、小

学生のスクールが中心となっていることを当たり前と思っているのかもしれない。しか

し、そういう地域だと思って放っておけば、別に要らないとなるかもしれないが、お年寄

りも学生も住みづらいというままでいってしまった場合に、一体どうなってしまうかなと

思った。データを見ると、達成度に利用者数が少ない、減っているということを見たとき

にどうしたらよいかという考察もここにあってよい。今まで、この路線は考察もしたこと

がなかったので、少し付け加えたらどうかというのも思った。私自身も久しぶりに中宇利

線沿線を見たが、もっとしっかりと見ていなければいけなかったという反省をしている。 

座長 ：八名地域協議会では、私たちの公共交通ということはよく話題に出ている。バス路線をこ

うしてほしいとか、時間をこうしてほしいとか、色々な意見があるが、個々の意見を聞い

ていると埒があかないので、意見をまとめてみんなで折り合いをつけたものを一度提示し

たいと思う。 

委員 ：先ほどの報告事項からつながっている話で、収支率のところは入れるということでよろし

いか。 

委員 ：乗降調査をやらないと路線別の収支は出ないが、そこから割り出された分子、分母がいわ

ゆる運行総経費という形でよろしければ出ると思う。 

事務局：また、会議終了後に照会をさせていただき、それを踏まえて数値を入れるか、それとも行

を減らすかという形で対応していきたい。 

委員 ：できれば入れていただきたい。 

副会長：特に、山の湊号は知りたい。 

委員 ：私どもは、特に田口新城線が知りたい。後半の方の資料に収支率の実績があり、こういう

数値くらいになろうかと思うが、出ているのであれば出せばよいと思う。できれば、考察

の中などで利用者数について、人口減少のこともあるので、高校生や学生とお年寄りがど

れだけ利用しているかの状況がわかると、今後の色々な検討に役立つのではないか。 

 

（２） 鳳来地区Ｓバス４路線（長篠山吉田線・秋葉七滝線・布里田峯線・塩瀬線）の運行時刻の一

部見直し及びバス定の移設について 

・事務局より、協議資料２－１、２－２、２－３、２－４、２－５に基づき説明を行った。内容につ

いては承認するが、意見のあったところを修正することとなった。 

副会長：長篠山吉田線は、遠鉄との接続が１７時台に書いてあるだけだが、これは、行きは考慮し



ないということか。これだけ書いてあると乗る人はいないよねとなってしまう。 

事務局：今までは、４便で向こうへ行って、５便で帰ってくるという接続が取れていたが、崩落に

伴う迂回の関係で、間に合わない状況となってしまっているので、現状はこのようになっ

ている。道路が復旧されれば、また元のダイヤに戻ると思う。 

副会長：なぜ、通常運行の方に書かないのか。 

事務局：それは記載漏れであるので、修正させていただく。 

副会長：４便ということは、今までそういう人がいたのか。 

事務局：過去にはあったが、ここ数年では、通常的に利用する方はいない。年に１、２回、２０名

ほどの団体がこちらの方へ食事に来られるくらいの状況。 

副会長：田沢に行く人はあるのか、ないのか、そういう検討をきちんとしてきてほしい。そういう

検討をせずに、漫然と往復しているだけでもお金がかかる。例えば、これをデマンドにす

るということもあり得る。なぜ、そういうことをやらないのか。全然乗っていないのであ

れば、やめるとかデマンドにするということを考えないといけない。色々と見直して乗る

ようにするとか、お金がかからないようにするとかあるが、この路線はそういう話をすべ

きだと思う。遠鉄バスは、竹平６時３４分、７時３４分、９時３５分、１４時４８分で、

９時台の次は１４時台である。長篠山吉田線についても、７時台の次は１０時台になって

いるので、１０時だと９時３５分にも乗れない。しかし、９時３５分に乗れれば引佐まで

行く人がいる可能性があるかもしれないと思った。引佐や聖隷三方ヶ原病院へ行く可能性

がある。もちろん、７時３４分が一番良いのかもしれない。しかし、来年１０月に遠鉄が

見直しになる。 

事務局：浜松市では、みどりバスというデマンドのバスを運行しているが、これを田沢竹平から聖

隷三方ヶ原病院やバローまで行くことができるようにするということを、まだ決めかねて

いるというところがあり、その時に、例えば浜松市の住民ではない人がみどりバスを使っ

てもよいかと聞いてみたところ、予約者登録をしていただければ利用できるということで

あった。そのあたりの調整も含めて、竹平までのところを残した方がまだ便利になる可能

性があったので、現状の時刻としては、今は残すという形にした。みどりバスがまだ不透

明ということで、今も情報交換をしながら対応しているので、今回はこのように提出させ

ていただいた。 

副会長：山王から先はデマンドにして、例えば、引佐方面へ行きたいという人が出てきたら、そち

らにも予約が入って乗り継いでいけるとしておけば、鳳来南部の人が浜松や引佐方面に出

ることができるということができるようになる。このタイミングで、そういう投げかけを

浜松市にしていかないと、あとでこちらが困ると思う。だから、漫然と今までやってきた

からやっているではだめで、ぜひ、そこは１０月に向けてやってほしい。１０月というこ

とは、６月には決まるということなので、６月までの半年の間にやっておかなければいけ

ない。 

 

（３） 作手地区路線の進捗状況について 

・事務局より、協議資料３に基づき説明を行った。 

委員 ：常連客とのヒヤリングの中に、バス停については道の駅に入るようにした方がよいという意

見があったが、こういう意見が所々であるとするならば、道の駅の利用目的というのもある



が、どういうふうにすれば使えるかというのを県の維持課などに相談をしてやっていただく

ということと、ここでの議論ではないかもしれないが、設楽町で作ろうとしている道の駅は

確か田口新城線が近くを通ると思うが、新たな道の駅をつくるときにもご検討いただくよう

に、それぞれで話し合いをしていただくとよいと思った。 

 

４ 意見交換 

副会長：先ほど、グーグルで山の湊号が検索できるかどうか、できた方がよいという話だったが、誰

がデータ化しているのかはわからないが検索はできるようになっている。実は、ほかのルー

トと比較でき、例えば、山の湊号の時間帯だけで見ると、本山駅からだと１時間以上早く、

もっくる新城へ行ける、新城市役所も３０分くらい早く行けると案内が出る。それも安い、

とても良いというふうに出る。高速バスが往復３便ではなく、６便、８便になっていった場

合、常時、こちらが検索で出てくる可能性がある。ただ、豊鉄バスさんの路線自体はデータ

がないので、もっくる新城を検索すると、三河東郷駅から歩いて１２分と出る。ということ

なので、もう５年くらいのうちには、これをやっておかないといけないと思う。とりあえず、

今はそういう状況である。 

    

５ その他 

事務局：第４回目の会議を３月に開催させていただく予定です。日程等を調整し、改めて通知します

のでよろしくお願いします。 

 

＜終了＞ 


